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わだ やすまさ

佐波川流域治水協議会から流域治水プロジェクト
に関連する情報発信をスタート！

事業について詳しくはホーム
ページをご覧ください。

http://www.cgr.mlit.go.jp/yamaguchi/

ツイッターにて最新情報
などを配信しています。

https://twitter.com/mlit_yamaguchi

佐波川の日々の情報をツイッター
で配信しています。

https://twitter.com/mlit_sabagawa

佐波川流域治水協議会では、昨年度策定した「佐波川水系流域
治水プロジェクト」を様々な方に幅広くご理解いただくために、
独自の取組として「流域治水」の紹介やプロジェクトの最前線で
働く方々からのメッセージなど、様々な観点から情報発信を始め
ます。

今後、継続して関連する情報の発信を行っていく予定です。

【発信内容】
○第１弾となるこの度の情報発信では以下の内容を発信いたします。
（イントロダクション）流域治水ってなあに？？
（リレーメッセージ）プロジェクト最前線からの報告
（コラム）重源上人生誕900年記念コラム 佐波川と重源上人
（コラム関連情報）令和の重源さんと丸太筏で佐波川をくだってみたの巻！
【広報ツール】
○情報発信ツールとして以下の場所での配信を予定しています。
山口河川国道事務所 webサイト及びポスター掲示
国土交通省山口河川国道事務所＠佐波川 twitter
佐波川流域治水協議会関係機関 Webサイト及びポスター掲示
流域内 小中学校 チラシ配布など
※今後の調整により変更となる場合があります。
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みんなで力を合わせて大雨に立ち向かう

「流域治水」に取り組んでいます！

流域治水ってなあに

流域治水プロジェクトとは

国土交通省

もっと詳しく知ろう！ 発行者・お問合せ先等

国土交通省山口河川国道事務所

佐波川水系流域治水プロジェクト

国土交通省山口河川国道事務所

これまで河川管理者が主体となって行っていた治水対策に
加え、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、その流域内の
あらゆる関係者が協働し行う、水害を軽減させる治水対策の
ことを「流域治水」といいます。

流域治水のイメージ

治水ダムの建設・再生
利水ダム活用

雨水貯留浸透施設
避難拠点の整備

ハザードマップ作成

浸水被害防止区域
貯留機能保全区域

防災集団移転事業

堤防強化
地区計画

下水道整備

砂防施設の整備

森林・治山施設の整備

下水道管理者

河川管理者

貯留
農業従事者

地域住民

民間企業

利水事業者

氾濫域

氾濫域

流域内でいろいろなことが
行われているんだね

イントロダクション

http://www.cgr.mlit.go.jp/yamaguchi/river/ryuiki_chisui/index.html http://www.cgr.mlit.go.jp/yamaguchi/information/form.htmlhttps://www.mlit.go.jp/river/kasen/ryuiki_pro/index.html



滑山国有林の森林整備事業

吉川林産興業株式会社

山林事業本部長 中村信利さん と 現場代理人 前田務さんのお話

私の現場と
流域治水プロジェクト

佐波川水系流域治水プロジェクト

もっと詳しく知ろう！

重源上人ゆかりの歴史と伝統の森

を後世に

な め ら や ま こ く ゆ う り ん

滑山国有林

（佐波川の流域治水プロジェクトの最前線でがんばっている方に、仕事・取り組み内容や流域治水を進める上でみなさん
へのメッセージをお聞きしていきます。(聞き手：山口河川国道事務所)）

このあたりの
お話です

前田さん

県内の他の森林整備と比べて佐波川上流の滑山国有林はどう違うのか、

あまり意識したことはありませんが、良材といって緻密な真っすぐな材

がよくとれるところかなと思います。滑松（なめらまつ）は有名で大切

にされていますね。

また、伐採したところは必ず植林を行うこととなっているのもここの

特徴でしょう。細心の注意を払いながら森林管理を行っています。

スイングヤーダ（旋回ブーム
式タワー付集材機）による伐
採木の収集運搬

木材運搬の昔（左の佐波川）と
今（林道）奥は滑山国有林

プロジェクト
最前線からの報告

第１弾

リレーメッセージ

滑山国有林は山口県下最大の国有林（約２,５００ヘク

タール）であり、かつて東大寺再建用材を伐り出すなど

古くから林業活動が盛んでまさしく「歴史と伝統が息づ

く森林」です。当社ではこの滑山国有林の森林整備事業

として、主伐･搬出間伐･保護伐･保育間伐･植付･食害防護

柵･単木保護･歩道修理など森林管理のすべてを請負事業

体として行っています。

適切な森林管理を行うことで土砂崩れの防止や下流の佐波川
の氾濫を防ぐことにつながります。

森林が荒廃すると

森林の持つ保水機能や樹木の根っこの持つ力が弱

くなると山が崩れ、左の写真のように土石流が発生

したり、右の写真のように流された木が川に出て橋

にひっかかり大きな被害につながってしまうことが

あります。（写真は平成２１年７月２１日の佐波川

流域内の災害事例です）

問：滑山国有林ではどのような仕事をしているのですか？

現場は下請け業者の方も含めて４～５人で作業を行っています。林業は

危険と隣り合わせであり、緊張感もありますが、少人数ならではのチー

ムワークで楽しく、また、やりがいのある仕事です。

大雨に強い森は常に新陳代謝を大事にしていると思います。伐採斜面

も伐採木の根っこは残し、根っこの間に苗木を植え、伐採しながら新た

な根っこを育てていきます。なんだか我々会社（組織）にも通じている

ようです。いつの時代もお年寄りを大事にしながら若者を育てる、重源

上人の時代の森林整備はどうだったのでしょうか。

幸いにも私たちの会社は若い世代が育っています。２０代、３０代の若

者と交わりながらいろんなアイデアを出し合い作業をしています。

今後も佐波川の最上流で健全な森林づくりに協力します。

森林の有する災害防止機能も万全ではありません。みなさんで出来る

ことを進めてみましょう。

（次回は下流の地域住民の取り組みを紹介予定です）

問：滑山国有林は他の森林と違ってどのような特徴があるのですか？

問：現場ではどのような雰囲気で仕事をされていますか？

問：流域治水の取組として、滑山国有林から皆さまに伝えたいことはありますか？

国有林の管理
について
林野庁近畿
中国森林管理局

国有林（山口県内）
について
近畿中国森林管理局
山口森林管理事務所

ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.rｉｎｙａ.ｍａｆｆ.ｇｏ.ｊｐ/ｋｉｎｋｉ/ ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.rｉｎｙａ.ｍａｆｆ.ｇｏ.ｊｐ/ｋｉｎｋｉ/ｙａｍａｇｕｃｈｉ/



重源上人生誕900年記念コラム
佐波川と重源上人

コラム

ちょう げん しょう にん

今年は、佐波川流域の発展の礎を築いた俊乗房重源上人（しゅんじょうぼうちょうげんしょうにん）の生誕

９００年にあたります。重源上人は平安時代に奈良の東大寺再建のため佐波川上流の滑山から木材を調達するため

に朝廷から派遣された方で佐波川を使って木材を運搬したことで知られています。

そこで「佐波川水系流域治水プロジェクト」を考えるにあたり、上人の功績と足跡を振り返りたいと思います。

(しゅんじょうぼうちょうげんしょうにん)

俊乗房重源上人

重源上人は、平安時代末期の源平の争乱で焼失

した東大寺の再建のため、６５歳のときに周防国

国司（今の知事）として防府にやってきました。

そして、佐波川上流の徳地の山奥に分け入って巨木を切り出し、

佐波川を使って瀬戸内海まで運搬するために、河川の浚渫を行った

り、川の水かさを増すための関水※（せきみず）を造ったり、河口部

で２本に分かれていた川の一方をふさいで一本の流れにしたりと数多

くの事業を行いました。佐波川ではじめて大規模な治水事業を行っ

た人といわれています。

また、上人は作業員の心身のリフレッシュのために石風呂を設け

るほか、建築物では周防阿弥陀寺の建立や徳地にある月輪寺（県内

最古の木造建築）の建立も行うなど、佐波川流域の経済、福利厚生、

仏教信仰などの分野に大きな功績を残しました。

１１２１年生誕－１２０６年没
（享年８６歳）
宋（中国）に３度も渡り、
仏教や土木建築技術を学ぶ

関水とは
今から約８００年の昔、広い道路はありません。切り出した材

木の運搬は河川を流すほか無く、たいへんな苦労が伴いました。

関水とは、川の水の浅いところに堰（せき）を設けて水嵩を

増した水路のこと。佐波川各

所に１１８箇所も造られたと伝

えられていますが、その多く

が洪水などにより破壊され、

当時の面影があるものは１箇

所のみが現存しています。

現存する関水（徳地）

上人が去った後も徳地の木材はその質が良かったため、引

き続き京都や県内の寺社建立の材料としても使用されました。

そのため、関水も一過性として作られたものではなく、そ

の後もずいぶん木材の搬出に使われていたようです。

この関水はその後、佐波川流域の田畑の開発により、堰の

一部として使用されていくこととなりました。

（次回は今に残る重源上人ゆかりのスポットを紹介します）

もっと詳しく知ろう！ 佐波川と重源上人

国土交通省

おいでませ山口

俊乗房重源上人の紹介

山口県観光連盟

時を超えた夢工房

重源の郷
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佐波川流域のイベント紹介

コラム関連情報

重源令和の さんが丸太筏で佐波川をくだってみたの巻！

佐波川の上流から切り出した丸太を筏に加工し、

重源上人に扮した現役のお坊さんを乗せ、若者達が

佐波川を約３.５ｋｍ下ります。

佐波川流域の森林から運び出したたくさんのヒノキを

東大寺再建のために活用した重源上人のスピリッツを引き継ごう

当日はこのような筏
と重源上人（役）が
見れる（はず？）

令和３年８月２９日（日） ９:００～

９:００ 山口市徳地八坂 廣瀬橋から丸太筏スタート
１１:００ 山口市徳地 出雲合橋付近 ゴール（予定）

山口県山口市徳地堀１８１７番地
徳地商工会青年部 則安または山本
ｔｏｋｕｊｉ@ｙａｍａｇｕｃｈｉ-ｓｈｏｋｏｋａｉ.ｏr.ｊｐ
ＴＥＬ：０８３５-５２-００２６ 
ＦＡＸ：０８３５-５２-１４８５

国土交通省山口河川国道事務所

重源上人像
（山口市徳地堀）

まるた

イベントの開催日・開催場所は令和３年８月２４日現在の予定です。 新型コロナウイルス感
染拡大防止等により中止、延期、規模縮小になる場合がありますので、予めご了承ください。

いかだ


